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 エコファーマー 平成 29 年 5 月 
 

エコファーマーネットワーク通信 

〈No.3２ 〉 

 
 ☆農繁期に入り、また 5 月ながら暑い日が続くなど、

農業者の皆様方におかれましてはお疲れのこと

と拝察いたします。ここ数年、異常気象や自然

災害が起き続けましたが、今年は農作物の作柄

に大きな影響が出ないような災害のない年にな

ってほしいと願うばかりです。 
☆全国エコファーマーネットワークのメインイベント

でもある「エコファーマー全国交流会」は、例年よ

り開催時期を大幅に早め、７月 11 日（火）午後か

ら 12 日（水）昼にかけて、宮城県大崎市で開催

することになりました。現地研究会の際、生育最

盛期の環境保全型稲作の姿も見られよう開催時

期を決めたという経緯もあります。 
☆大崎市及びその周辺の約３万 ha の水田は“大

崎耕土”と呼ばれ、昔から美味しいお米の産地と

して知られている米所です。今年３月には、長い

歴史の中で厳しい自然条件を克服して形成され

てきた「大崎耕土の巧みな水管理による水田農

業システム」により育まれてきた農業や文化、景

観、生物多様性が評価され、国内初認定となる

「日本農業遺産」に認定されました。同時に多く

の候補地の中から、日本として世界農業遺産に

申請することが決まった地域です。 
☆今年のエコファーマー全国交流会の中心をなす

11 日午後開催の「講演会」では、昨今強力に進

められている農政改革、農協改革もあり、米の生

産・流通情勢が大きく変わらざるを得ない時期に

当たることから、今まで取り上げてこなかった“水

田農業”に焦点を当てた環境保全型農業の研

鑽の機会にしたいとの狙いでプログラムを組み

立てました。 
☆この「講演会」では、基調講演として「農政改革、

農協改革でどうなる、どうする水田農業」の演題

で東北大学大学院農学研究科の冬木勝仁教授

からお話を頂いたあと、先駆的な環境保全型水

田農業の取組事例の紹介をお二人の生産者か

ら行ってきます。 
そのあと「消費者とともに進める環境保全型水

田農業」をテーマにパネルディスカションを行い

ます。会員の皆様方も是非討議に参加して頂き、

研鑽を深める機会にしてほしいと思います。 
☆今回の通信では、「報告」として平成 28 年度の 

全国エコファーマーネットワークの活動報告を掲

載しました。 
また、「会員だより」として、賛助会員である朝

日工業（株）の肥料開発部門の専門家から、堆

肥と化成肥料を結合した環境保全型農業にも役

立つ新タイプの肥料の紹介をして頂きました。 
「お知らせ」では、「エコファーマー全国交流

会（in 宮城）の案内を掲載いたしました。また、

都道府県の協力を得て、平成 29 年度の環境保

全型農業推進やエコファーマー支援につながる

研究会、講習会、交流会などの計画を把握する

調査の紹介もしました。他地域からの参加が可

能な行事があれば、計画が固まった段階で会員

の皆様にも紹介していきたいと考えております。 
☆ネットワーク通信の記事は、「全国エコファーマ

ー ネ ッ ト ワ ー ク 」 の ホ ー ム ペ ー ジ

（www.eco-farmer.net）ではカラーで見られま

すし、印刷もできますのでご利用下さい。 
会員の皆様には、別途「エコファーマー全国

交流会（in 宮城）」の案内パンフレットを同封しま

したが、ホームページの「お知らせ」からコピー

することもできますし、参加の申込書としても使

えますのでご活用下さい。 
（全国エコファーマーネットワーク事務局） 
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 報 告     
 

平成２８年度の全国エコファーマーネットワーク活動報告 

全国エコファーマーネットワーク事務局 

  
２８年度における主な活動は以下の通りです。 

（１）幹事会の開催 

２８年度の幹事会は９名の幹事全員の出席のも

と、平成 29 年３月１４日に開催しました。幹事会は

経費の関係で年１回の開催となりましたが、重要な

検討事項はその都度文書等で役員と連絡を取り意

見を求め、必要に応じ再度連絡・調整などを行っ

て運営してきました。 

幸い、全国交流会（in静岡）や農林水産省「消費

者の部屋」で開催の「環境に貢献するエコファーマ

ーの活動」の特別展示の際には多くの幹事が参加

したこともあり、意思疎通の機会となりました。 

幹事会には農林水産省の農業環境対策課長も

出席され来賓挨拶を頂いたほか、課長と幹事との

間で、エコファーマー制度の今後のあり方やネット

ワークの今後のあり方について意見交換を行う機

会が持てました。この中で環境保全型農業の現状

や課題、現場で抱えている問題、提案など幅広い

議論ができ、今後の活動に繋がるよい機会となりま

した。 

幹事会の議題は大きく分けて、28 年度活動報告

と２９年度事業計画でした。29 年度の活動計画に

関連しては、ネットワーク通信№31 号の「お知らせ」

欄で検討メモとして示しましたので、本欄では28年

度の主な活動の概要を報告します。 

なお、東北を中心とした大津波及び原発事故に

より落ち込んでいた会員数がようやく底を打ち、28

年度には会員が若干ですが増加しました。２8年度

末の会員数は１５１件（団体加入もあるので構成員

数では３，４９５名）です。役員のボランテア的な活

動とか、委員の皆様への情報提供が分かりやすい

カラー版で行えないという状況を打破するために

は、会員の増大が不可欠です。 

（２）エコファーマー全国交流会の開催 

エコファーマー全国交流会は、11 月 29 日、30

日に静岡県三島市で開催しました。参加者は講演

94 名、情報交流・交換会 41 名、現地研究会 36

名でした。 

29 日午後開催の講演会の内容は一言で言えば

次の通りでした。農林水産省の河内農業環境対策

課長からは、環境保全型農業の政策の内容を課

題も含め詳しく紹介して頂きました。静岡県三島市

の杉正農園の杉本代表からは、安全・安心は当た

り前で美味しさにこだわった野菜の栽培技術の秘

密を公開して頂きました。埼玉県深谷市のマルチ

ファームの福島代表は、役員として携わっている

（農）埼玉産直センターの先進的な取組と併せ、そ

の組織あって可能にもなった大規模複合型野菜経

営の戦略について語って頂きました。また、（株）ジ

ーピーエスの野村専務取締は、有機栽培農産物

や特別栽培農産物の取扱量では我が国最大級の

流通会社の立場から、最近の流通情勢や消費者

ニーズを開陳して頂いた上で、商品の開発・仕入

の観点から産地側の留意点などについて示唆を

頂きました。 

講演会に関して行ったアンケート調査では、講

演会全般に関しては、環境保全型農業に係わる幅

広い分野にわたる話題提供があり、大変有意義だ

ったなどの評価を得ました。また、ネットワークが今

後重点を置くべき活動内容についても聞きました

が、多かった意見（複数回答）は以下の通りで、今

後の活動に反映させたいと思います。 

・生産した農産物や加工品を販売に結びつける講

習会・研究会 

・流通関係者や消費者の理解促進に向けた交流

活動 
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・技術向上を目的とした講習会・研究会の開催 

・先進的技術・取組事例の調査・情報提供 

なお、30日午前に行った現地研究会では、三島

西麓の野菜産地の今井農園、山下農園、杉正農

園で、環境保全型農業に熱心に取り組んでいる様

子を圃場や施設で見聞する機会を得ました。 

 

（３）農林水産省「消費者の部屋」への出展 

11 月 7 日（月）から 11 日（金）の間、農林水産省

の消費者の部屋での「環境に貢献するエコファー

マーの活動」の特別展示に協賛し、会員達の取組

状況のパネル展示及び農産物、加工品、農業生

産資材の展示並びに環境が改善された水田に見

られる水生動物の展示等を行い、883 名の来場者

があり、好評を得ました。 

この内容は既に「エコファーマーネットワーク通

信№31 で、「『環境にやさしいエコファーマーの活

動』の特別展示に出展」として詳しく報告しましたの

で、以下特記事項の２点のみ触れておきます。 

１点目は展示会員の数が正会員（農家）で 2 件

増えて 12 件に、賛助会員が 4 件増えて 5 会員に

なったことです。ネットワーク会員の取組状況のパ

ネルは 31 枚、農産物は 11 品目、農産加工品は 29

品目に及びました。出展した賛助会員の多くはエ

コファーマーを支援して頂いている農業資材メー

カーです。環境保全に寄与する新たな視点から開

発された資材の展示コーナーを新たに設置しまし

た。この展示は、見学者が多い農林水産省の職員

方にも関心を持って見て頂くことができました。 

２点目は展示品目の試販を初めて行ったことで

す。試販品は全展示物の約半数の種類について、

その２，３割分でしたが一部高額の品を除きすぐ売

り切れ好評でした。この試みは、今後一層の安心・

安全・高品質な農産物生産を目指すネットワーク

会員の生産した農産物等をどのようにして販路拡

大に結びつけていくかという検討の一歩として行っ

たものです。 

 

（４）エコファーマーネットワーク通信の発行 

エコファーマーネットワーク通信は 27 号から 31

号まで発行しました。本通信の内容を拡充し、会員

の期待に応えられるように努めました。発行号によ

り異なりますが、記事の内容に応じて、解説、報告、

会員だより、寄稿、お知らせなどに区分して掲載す

ることにしました。 

 

（５）ホームページによる情報発信 

ホームページは全面的な見直しを行いました。

特に充実を図ったところは以下の 2 点です。 

１点目は「活動内容」として、環境保全型農業研

鑽のための見学・相談受付の情報を付加しました。

視察受入先、技術経営相談の対応可能なエコファ

ーマーの紹介です。当面、視察、相談対応可能な

場所のリストは幹事の所の分から始めています。視

察や相談の受付は事務局で行い、受入先と視察・

相談内容の調整を行うことにしています。 

２点目は「関連情報」として、特別栽培農産物及

び有機農産物に関する情報、環境保全型直接支

払交付金に関連した情報を収録したほか、環境保

全型農業に関連した関連リンクを追加しました。 

 

（６）ネットワークシンボルマークの利用 

平成 25 年 1 月から、全国エコファーマーネットワ

ークのシンボルマークの利用を始めました。平成

29 年 3 月末現在の利用申請及び認可件数は 34

件でした。マークの利用方法は、農産物や農産加

工品への貼付のほか、包装容器への貼付、包装

用紙、名刺での利用となっています。 

今後、会員の生産する農産物の安全性、付加

価値を一層高め、質の高い農産物になるような取

組と相俟って、このマーク付きの農産物等の拡大と

有利販売に繋げる取組が課題です。 

 

お 願 い 

29 年度の活動の検討の参考とするため、会員の

皆様から建設的かつ具体的な意見、提案を、事務

局までご連絡下さい。内容に応じて幹事会での検

討を経て活動に反映させて参ります。 
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 会員だより（賛助会員）     

国内資源の肥料利用 循環型資材を農業現場に 

朝日工業㈱ 開発部 肥料開発課 見城貴志 飯塚美由紀 浅野智孝 

 
 

有機資源を活用した新しい肥料

農業生産に使用されてきた化学肥料は海外の

化石原料に依存しており、今やその資源が枯渇、

中期的にそれらの価格が高騰していることから、

代替となる資源の探索が必要と考えられていま

す。 

また、有機質肥料は化学肥料の代替えとしても

活用されてきましたが、飼料原料と競合するなど、

価格の変動も起こりやすい原料となります。そのた

め、安定した国内の未利用資源や廃棄物として処

理されているような資源を有効に活用していくこと

が重要となっております。 

弊社では未利用資源を肥料原料として活用す

るためには、製造上、様々な課題がありますが、農

業現場に低コストで、作物の生産に貢献できる資

材を供給できるよう新しい資材を開発しておりま

す。 

今回は低コストな有機原料を利用した新しい肥

料について紹介させて頂きます。 

 

１．エコレットの紹介 

「一定品質の堆肥を肥料原料として活用」 

堆肥は肥料成分や炭素源などを含むため、作

物生産の基盤となる土づくりに利用されてきました。

しかし、堆肥は品質や臭気、ハンドリングに問題が

あることもあり、すべての生産者が活用できていな

い課題もあります。今後、国内の作物生産を持続

的に行うためには、堆肥のような有用で低コストな

資源を有効に活用していくことが重要であると考え

られます。 

 平成24年9月に肥料取締法に新設された「混合

堆肥複合肥料」の規格では、一定の基準をクリア

した堆肥を肥料原料として活用することができるよ

うになりました（図１）。原料として使用できる堆肥

の基準は窒素が 2％以上、窒素、リン酸、カリウム

の合計で5％以上、C/Nが15以下と定められてお

ります。 

肥料原料として利用できる堆肥の基準を制限し、

化学肥料や他の有機質肥料とともに肥料化できる

ようになったことにより、水分や窒素、リン酸等の成

分量の調整が可能となり、未熟堆肥の投入によっ

て引き起こされる窒素飢餓や堆肥の過剰投入によ

る施肥過剰等の問題を軽減できるようになりました。

また、粒状化により、機械施肥に対応することがで

き、散布労力を軽減することが可能です。肥料化

の工程には加熱乾燥を行うことが定められており、

有害微生物や雑草種子の混入を防ぐことも可能で

す。一方、肥料原料として使用できる堆肥は乾燥

物の重量比で 50％以下と定められているため、1

回の肥料施用では、投入できる堆肥の量が少なく

なってしまう課題もあります。しかし、肥料の投入

量や作付けの多い畑作物であれば、一般的な堆

肥の投入量に相当する投入量を確保することも可

能です。 

現在、コマツナを試験作物として、エコレットの

連用よる土壌物理性、微生物への影響等を評価

する試験を行っております。その結果、微生物相

については多様性が高まる等、一定の効果がある

ことが明らかになっています。 

エコレットは「混合堆肥複合肥料」の規格新設を

受けて JA 全農、連携県研究機関、朝日工業㈱に

おいて共同開発した商品です。様々な成分パタ

ーンの商品ラインナップを揃え、特別栽培等にも



 

対応可能なため（図２）、様々な場面

でご利用いただけます。 

今後も国内資源を有効に活用し、

低コストな肥料を現場に還元できるよ

う努力を続けてまいります。 

 

 

 

 

  

 

 

○岐阜県における混合汚泥複合肥料の開発事例

（平成 25-26 年岐阜県農業技術センター）

岐阜県では、減化学肥料栽培への取組が盛んで

あり、環境にやさしい農業を推進するために独自の

認証制度「ぎふクリーン農業」を展開しております。

「ぎふクリーン農業」は化学肥料窒素を

栽培で、岐阜県の水稲作付の約3割を占めています。

そこで、県の畜産農家から選抜した豚ぷん堆肥（汚

泥発酵肥料注 1）を原料として、水稲向け肥料

（窒素、リン酸、カリウム）を開発しました

 

注 1 汚泥発酵肥料 この豚ぷん堆肥はし尿汚泥（凝集剤使用）を含むため、登録は汚泥発酵肥料となる。

注 2 混合汚泥複合肥料 汚泥発酵肥料を原料としているため、登録は混合汚泥複合肥料となる。

（原料として使用できる割合は乾燥物の重量比で

いずれも重金属等の安全性試験を実施し、問題がないこと確認している。

 

（豚ぷん堆肥） 特栽用（豚ぷん堆肥）
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）、様々な場面

今後も国内資源を有効に活用し、

低コストな肥料を現場に還元できるよ

○岐阜県における混合汚泥複合肥料の開発事例 

年岐阜県農業技術センター） 

岐阜県では、減化学肥料栽培への取組が盛んで

あり、環境にやさしい農業を推進するために独自の

認証制度「ぎふクリーン農業」を展開しております。

「ぎふクリーン農業」は化学肥料窒素を30％削減した

割を占めています。

そこで、県の畜産農家から選抜した豚ぷん堆肥（汚

）を原料として、水稲向け肥料 10-4-8

（窒素、リン酸、カリウム）を開発しました（図 3．混合

汚泥複合肥料注 2）。この肥料は窒素の半量を有機質

由来とした特別栽培に適用したものです。水稲への

施用試験の結果、本肥料の窒素肥効は従来の有機

質由来窒素 50%の複合肥料と同等の肥効を示し、水

稲の生育や収量も同等である結果が得られておりま

す(図4．5．表１)。本肥料は平成

を中心に減化学肥料栽培向け肥料として流通を開

始しております。 

この豚ぷん堆肥はし尿汚泥（凝集剤使用）を含むため、登録は汚泥発酵肥料となる。

汚泥発酵肥料を原料としているため、登録は混合汚泥複合肥料となる。

（原料として使用できる割合は乾燥物の重量比で 40％以下） 

いずれも重金属等の安全性試験を実施し、問題がないこと確認している。 

 図 1．公定規格改正の概要 「混合堆肥複合肥料」

  

特栽用（豚ぷん堆肥） 特栽用（豚ぷん堆肥） 

図 2．エコレット代表銘柄 

）。この肥料は窒素の半量を有機質

由来とした特別栽培に適用したものです。水稲への

施用試験の結果、本肥料の窒素肥効は従来の有機

の複合肥料と同等の肥効を示し、水

稲の生育や収量も同等である結果が得られておりま

。本肥料は平成28年より、岐阜県内

料栽培向け肥料として流通を開

この豚ぷん堆肥はし尿汚泥（凝集剤使用）を含むため、登録は汚泥発酵肥料となる。 

汚泥発酵肥料を原料としているため、登録は混合汚泥複合肥料となる。 

「混合堆肥複合肥料」 

 

（食品残渣堆肥） 
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 図 3．エコレット 048 袋（表）      図 4．培養での各種肥料の窒素        図 5．開発肥料の温度別の 

肥効パターン                      窒素無機化パターン 

  (グラフの縦軸は肥料で添加した全窒素に対するアンモニア態窒素の割合、開発肥料ではこの他に尿素態   

   を含み化学肥料 N 割合 50%となる） 

 

表１．成熟期における生育及び収量 

２．有機液肥「はつらつ君」の紹介 

  「エコレット」は国内で発生する畜産堆肥を有効的

に活用し、土づくり効果もある基肥としてご利用頂け

る製品ですが、有機液肥「はつらつ君」は、主に施設

栽培などの場面で追肥用にご利用頂いているもので

す。 

速攻性の窒素である尿素だけでなく、窒素成分の

うち半分がアミノ酸を主体とするゼラチン由来の有機

態窒素であるため穏やかな肥効を持っています。図

６に示したとおり、ナタネや魚粕よりも速効性があり、

且つ有機態窒素の無機化率が高いため、窒素がム

ダなく利用されます。原料であるゼラチンを製造工程

で低分子化し、フィルターでろ過して製品化している

ため、特栽対応の有機液肥であっても液はサラサラ

で、養液土耕栽培に用いられる点滴チューブでの目

詰りの心配もありません。 

このため、栽培期間の長いキュウリやカボチャ、冬

春トマトやイチゴ、メロンなどの果菜類の追肥に安心

してご利用頂けます。追肥用としてだけでなく、育苗

時に希釈液をジョウロで潅水することで、カボチャ苗

の根張りがよくなった事例もあります（図７）。 

また、潅水チューブが設置してある圃場であれば、

ホウレンソウなどの葉菜類の追肥も潅水と同時に手

軽に行えます。 

さらに、水稲の田植えの際にペースト施肥機があ

れば基肥として施用することもできるだけでなく、最

近その作業性の手軽さから注目されている水口施肥

による水稲への追肥も「はつらつ君」で対応できるた

め、「液肥」＝「施設栽培での追肥」といった枠を超え

て、多くの作物に幅広くご利用頂けます。 

最高 籾中

分げつ数 窒素含量 等級

（本/m2
） （本/m2

） （cm） （cm） （kg/10a） （g） （%）

平成 慣行化成 402 313 89.8 20.9 748 459 [100] 25.1 1.00 1

25年 既存銘柄 376 294 86.6 21.0 751 464 (101) 25.2 1.03 1

開発肥料 381 289 88.3 21.3 729 453 (99) 25.3 1.05 1

平成 既存銘柄 392 295 88.5 21.0 706 506 [100] 25.5 0.95 81 S 1

26年 開発肥料 381 311 87.4 20.8 731 520 (103) 25.2 0.97 82 S 1

開発肥料改良品 412 323 87.5 20.9 720 524 (103) 24.9 0.99 82 S 1
 *1： 食味分析は静岡製機社製 米麦分析計（BR-5000）により実施、平成25年は未分析

穂長 わら重 精玄米重試験

年
試験区

穂数 稈長 千粒重

（kg/10a） *1

－

－

－

食味

スコア
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図６ 各種肥料の窒素無機化率  培養条件： 土壌水分５５％、温度２５℃ 

 

 

 

図７ カボチャ苗への液肥の潅水効果 

左 「はつらつ君６６６」、右 一般の有機液肥 
セルトレイ育苗時に２００倍希釈液を潅水と同時に施用した。 

 

【有機肥料メーカーとして出来ること】 

 以上のように、堆肥や食品廃棄物の有効利用を通

じて、基肥に土づくり資材の効果を付与したり、液肥

の活用による施肥作業の省力化を図るなど、機能性

を向上させた肥料で国内の農業に貢献できるような

商品作りをこれからも努めてまいります。 
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 お知らせ     

 
エコファーマー全国交流会（in 宮城）のご案内及び 
環境保全型農業推進に関わる行事の調査について 

 

全国エコファーマーネットワーク事務局 

 
  

１．エコファーマー全国交流会（in 宮城）の 

開催案内 

今年の「エコファーマー全国交流会」は、初め

て水田農業に焦点を当て、宮城県大崎市で開

催します。その構成は、例年と同様に初日午後

開催の「講演会」、夜に開催する「情報交換・交

流会」、２日目午前中を中心に行う「現地研究会」

の３本立てになっています。 

開催場所（地図を含む）、開催時間、行事の

内容及び申込書などからなる「開催案内」は次

頁に掲げた案内パンフレッによりご覧下さい。 

今年のエコファーマー全国交流会には、農林

水産省、宮城県、開催地の大崎市をはじめ、地

域の 4 つの農業協同組合、みやぎ生活協同組

合等、10 の機関から後援を受けることができまし

た。 

11 日午後に開催する「講演会」は、「講演の部」

と「パネルディスカションの部」とからなります。 

講演の部では、まず基調講演として、農業者、

農業団体からも関心の高い「農政改革・農協改

革でどうなる、どうする」の演題での基調講演を

東北大学大学院農学研究科の冬木勝仁教授か

ら受けます。そのあと、稲作を中心とした先駆的

な取組事例を、宮城県の（有）たじりエコベジタ

ブルの佐々木陽悦代表取締役と、岩手県のＪＡ

花卷花卷地域水稲生産部会小原君雄東和支部

長から紹介して頂きます。 

このあと、パネルディスカションの部に入り、以 

上の講演者に加え、農林水産省及川仁農業環境

対策課長及びコープ東北店舗商品本部生鮮部農

業部門の高橋透商務にもパネラーとして入って頂

き、「消費者とともに進める環境保全型水田農業」 

のテーマで、冬木教授をコーディネーターとして

パネルディスカションを行います。 

夜間に行う「情報交換・交流会」は、講師・パ

ネラーと話せる機会になるほか、多くの方々との

意見交換、相互研鑽の機会になります。 

また、翌日行う「現地研究会」では環境保全型

農業の実践現場を訪問して研鑽を深めます。時

間の制約はありますが、農家の圃場、施設だけ

でなく、田んぼの生き物調査の現場見学や、酒

造メーカーがエコファーマーの認定を受けて日

本酒の原料を特別栽培で行っている取組も盛り

込みました。 

会員におかれましては、多くの方々をお誘い

の上お出かけ下さい。 

 

２．都道府県が行う環境保全型農業推進に 

関わる行事の調査（紹介） 

全国エコファーマーネットワークでは、都道府

県の協力を得て、平成 29 年度において計画さ

れている環境保全型農業推進やエコファーマー

支援のための研究会、講習会、交流会などの行

事の調査を進めています（具体的な内容は、全

国エコファーマーネットワークのホームページの

「お知らせ」から見ることができます）。 

この中から他地域からも受入可能な行事につ

いては、詳細な内容が分かった段階で、会員の

皆様にもお知らせいたします。 

  そのほか、後日幹事の属する組織において、他

地域からも参加可能な行事の内容、日時などを

照会する予定ですので、整理が済んだ段階で

お知らせして参ります。 
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